










はじめに 

 香川県は人口約 100 万、年間出生数 12,000 前後の人口動態を示すが、専門医療機関の少

ないこともあって、昭和 40 年代から 50 年代はじめにかけては、周産期死亡率の高い県と

して特徴づけられていた。 

 昭和 52 年、国立香川小児病院に NICU が併設されるとともに、周産期死亡率は低下の一

途をたどり、更に昭和 58 年秋には香川医科大学母子センターが、また昭和 61 年には高松

日赤に母子センターが併設されたのに伴い、周産期死亡率は全国的に最も低い県の 1つに

数えられるようになっている。むしろ現在ではNICUベットの過剰すら指摘されている。こ

れらの周産期医療施設が、地域において有効に利用されているか否かは大きな問題であり、

また、システム化に当っての課題ともなる。 

 そこで今回は、昭和 59 年、60 年の分娩を対象に、香川県下の産婦人科診療施設にアン

ケート調査を施行し、その結果について分析を試みた。 


